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（３）小学校算数 

① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

【算数Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の児童を正答数の大きい順に整列させ，人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層，２

番目をＢ層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は，上位の層に含むため，25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国と比べＡ層の割合が

低く，Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は,全国とほぼ同じである。 

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

5.1問 

／11問 
46 % 5.0 2.7 

全 国 
（公立） 

5.1問 

／11問 
45.9 % 5.0 2.6 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜2問 3〜4問 5〜6問 7〜11問 

千葉県 
（公立） 

18.9 % 25.4 % 25.7 % 30.0 % 

全 国 
（公立） 

18.4 % 25.7 % 26.1 % 29.8 % 

＊  ＊  ＊  ＊  

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

11.6問

／15問 
77 % 12.0 3.2 

全 国 
（公立） 

11.8問

／15問 
78.6 % 13.0 3.1 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜9問 10〜12問 13問 14〜15問 

千葉県 
（公立） 

21.9 % 28.9 % 14.2 % 35.0 % 

全 国 
（公立） 

20.3 % 28.0 % 14.6 % 37.1 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均を 100 としたときの指数で示している） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○チャートグラフ  

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ○経年変化グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29
選択式 101.4 100.9 99.2 99.3 99.2
短答式 100.1 100.1 99.8 98.7 98.6
記述式 100.5 100.4 100.3 98.1 99.1
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短答式

選択式

平成29年度

H25 H26 H27 H28 H29
知識 99.9 100.1 99.3 98.6 98.0
活用 101.7 101.0 100.2 99.8 100.2
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図形数量関係

記述式

短答式

選択式

平成25年度

知識／活用 
「知識」「活用」ともに全国と同程度の状況が続いている。 

 

領 域 等 
「量と測定」「図形」は，昨年度と比較して上昇した。「数と計算」については，

昨年度と比較して低下した。 

 

問 題 形 式 

「短答式」は，全国をやや下回った。「記述式」は，昨年度と比較して上昇した。 

→ → 

→ → 

H25 H26 H27 H28 H29
数と計算 99.4 100.6 98.8 99.0 98.5
量と測定 101.3 100.5 101.2 98.6 100.7
図形 100.5 101.0 99.9 98.1 99.4
数量関係 102.1 100.1 100.4 100.2 98.6
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②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

 
 

ア　各設問の結果

千
葉
県
（
公
立
）

千
葉
県
（
公
立
）

１
（１）

数
・
関

３
・
５

知 短 96.7 -0.2 0.5 0.1

１
（２）

数 ５ 知 選 66.1 -3.8 ▼ 2.3 0.5

１
（３）

数 ５ 知 選 92.1 1.1 0.9 0.2

２
（１）

数 ３ 技 短 83.8 -1.4 0.6 0.1

課題改善 78.3 -1.4 0.6 0.2

（H28） 71.5 -5.6 ▼ 0.7 -0.2

Ａ

　△：全国との差３.０ポイント以上
　▼：全国との差３.０ポイント以下

問
　
題

領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

設問の概要

整数の乗法の計算をす
ることができる

学
習
学
年

４

（凡例）

  　〔出題の趣旨〕
　　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　 　　 「数」　数と計算　　「量」　量と測定　　「図」　図形　　「関」　数量関係
    〔評価の観点〕
      　「考」　数学的な見方や考え方　　　　　　「技」　数量や図形についての技能
        「知」　数量や図形などについての知識・理解
    〔問題形式〕
　    　「選」　選択式　　　「短」　短答式　　　「記」　記述式
　　〔肯定的回答〕
　　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
        割合の合計
　　〔昨年との差〕
　　　　千葉県の今年度（平成29年度）と昨年度（平成28年度）との差を示す

小数と整数の加法の計
算をすることができる

リボンを２ｍ買ったとき
の代金と３ｍ買ったとき
の代金を書く

具体的な問題場面にお
いて，乗法で表すこと
ができる二つの数量の
関係を理解している

小数の乗法の計算にお
いて，乗数を整数に置
き換えて考えるときの，
乗法の性質を理解して
いる

１より小さい小数をか
ける乗法の問題場面を
理解し，数量の関係を
数直線に表すことがで
きる

１０.３＋４を計算する

買ったリボンの長さと，
１ｍ当たりのリボンの値
段と，代金が，それぞれ
数直線上のどこに当ては
まるかを選ぶ

６０×０.４を,６０×４
を基にして考えるとき
の，正しい積の求め方を
選ぶ

１２３×５２を計算す
る

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率 無解答率

２
（２）

問
題
形
式

短数 技

　　　全国を下回るもの（課題あり）
　　　全国を上回るもの
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千
葉
県
（
公
立
）

千
葉
県
（
公
立
）

問
　
題

領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

設問の概要

学
習
学
年

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率 無解答率

問
題
形
式

同一 60.4 -6.2 ▼ 0.8 0.2

（H19） 69.2 -0.3 1.1 1.1

２
（４）

数 ５ 技 短 70.1 0.9 4.2 0.3

同一 85.2 -1.0 1.4 0.2

（H24） 85.8 0.4 0.3 0.3

４ 量
１
・
３

知 選 71.2 0.5 0.8 0.2

課題改善 65.7 -1.3 1.6 0.3

（H28） 79.9 -2.1 1.3 0.2

６ 図 ５ 知 短 75.5 0.0 2.6 0.3

課題改善 85.5 -1.2 1.2 0.2

（H28） 74.3 -3.7 ▼ 3.2 0.7

８ 関 ３ 技 選 83.6 0.0 1.5 0.1

課題改善 86.9 -1.1 3.0 0.4

（H21） 71.0 4.1 △ 7.2 -0.8

９
（２）

関 ４ 技 短 60.1 -2.7 5.8 0.7

Ａ

４図

選技４関

７

２
（３）

５

重さ，長さについて任意
単位による測定を基に比
較しているものを選ぶ

はじめに持っていたシー
ルの枚数を□枚としたと
きの，問題場面を表す式
を選ぶ

短

短

選

選知
立方体の展開図から，示
された面と平行な面を選
ぶ

立方体の面と面の位置
関係を理解している

６＋０.５×２を計算する
加法と乗法の混合した
整数と小数の計算をす
ることができる

未知の数量を表す□を
用いて，問題場面を除
法の式に表すことがで
きる

高さが等しい平行四辺
形と三角形について，
底辺と面積の関係を理
解している

円を使って正五角形をか
くとき，円の中心のまわ
りの角を何度ずつに分割
すればよいかを書く

正五角形は，五つの合
同な二等辺三角形で構
成できることを理解し
ている

任意単位による測定に
ついて理解している

５

技

数 ５ 技

数
・
関

４
・
４

量
示された平行四辺形の面
積の，半分の面積である
三角形を正しく選ぶ

知

３
８と１２の最小公倍数を
求める

二つの数の最小公倍数
を求めることができる

５÷９の商を分数で表す
商を分数で表すことが
できる

二次元表の合計欄に入る
数を書く

資料から，二次元表の
合計欄に入る数を求め
ることができる

９
（１）

出席番号１番の人は二次
元表のどこに入るかを選
ぶ

資料を二次元表に分類
整理することができる
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千
葉
県
（
公
立
）

千
葉
県
（
公
立
）

問
　
題

領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

設問の概要

学
習
学
年

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率 無解答率

問
題
形
式

１
（１）

数 ２ 考 短 75.2 -0.8 2.2 0.2

１
（２）

数
２
・
５

考 短 81.3 -0.5 4.4 0.5

１
（３）

数
・
関

５
・
４
・
５

考 記 37.4 -1.2 17.6 2.7

２
（１）

数
・
関

２
・
３
・
３

考 記 39.4 -1.0 7.2 0.8

２
（２）

数
３
・
５

考 短 29.3 1.9 6.5 0.5

３
（１）

量
・
関

５
・
４

知 選 69.2 1.3 1.1 0.0

３
（２）

量
・
関

５
・
４

考 記 27.2 1.1 12.7 0.0

課題改善 39.1 -0.7 4.7 -0.1

（H22） 63.5 2.1 3.5 -0.1

課題改善 28.5 -0.8 4.4 -0.2

（H26） 61.9 0.4 1.3 0.1

Ｂ

小さい封筒で手紙を送る
場合と大きい封筒で手紙
を送る場合の，料金の差
の求め方と答えを書く

１３本の直線を使う場合，
手 紙 の 用 紙 の 長 い 辺 を
３等分するのは，何本目
の直線と交わった点かを
書く

飛び離れた数値を除いた
場合の平均を求める式を
選ぶ

示された考えを基に，
５４－４５の場合で残る
部分を図に表す

考 記

関
３
・
５

知 選

関 ４

仮の平均の考えを活用し
て，測定値の平均を求め
る

仮の平均を用いた考え
を解釈し，示された数
値を基準とした場合の
平均の求め方を記述で
きる

飛び離れた数値を除い
た場合の平均を求める
式を判断することがで
きる

示された考えを解釈し，
数を変更した場合も同
じ関係が成り立つこと
を，図に表現すること
ができる

４
（２）

学年全体の人数に対する
ハ ン カ チ と テ ィ ッ シ ュ
ペーパーの両方を持って
きた人数の割合を表して
いるグラフを選ぶ

割合を比較するという
目的に適したグラフを
選ぶことができる

４
（１）

示された式の中の数が表
す意味を書き，その数が
表のどこに入るかを選ぶ

示された式の中の数の
意味を，表と関連付け
ながら正しく解釈し，
それを記述できる

示された条件を基に，
適切な式を立てること
ができる

問題に示された二つの
数量の関係を一般化し
て捉え，そのきまりを
記述できる

料金の差を求めるため
に，示された資料から
必要な数値を選び，そ
の求め方と答えを記述
できる

直線の数とその間の数
の関係に着目して，示
された方法を問題場面
に適用することができ
る

カードの差が４の場合の，
２けたのひき算の式と答
えを書く

２けたのひき算の答えを
求めることができるきま
りを書く
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千
葉
県
（
公
立
）

千
葉
県
（
公
立
）

問
　
題

領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

設問の概要

学
習
学
年

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率 無解答率

問
題
形
式

５
（１）

関 ５ 考 選 65.6 0.6 5.5 0.0

５
（２）

図
・
関

３
・
５

考 記 13.4 0.2 8.4 -0.3

「最小の満月の直径」の
図に対して，「最大の満
月の直径」の割合を正し
く表している図を選ぶ

示された割合を解釈し
て，基準量と比較量の
関係を表している図を
判断できる

Ｂ
与えられた情報から，基
準量，比較量，割合の関
係を捉え，「最大の満月
の直径」に近い硬貨を選
び，選んだわけを書く

身近なものに置き換え
た基準量と割合を基に，
比較量を判断し，その
判断の理由を記述でき
る
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小学校・算数【課題の見られた設問の例】 

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 

Ａ２⑵ 小数と整数の加法「（小数）＋（整数）」の計算をする 
県 差 

78.3 -1.4 

Ａ２⑶ 加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする 60.4 -6.2 

※「差」は，全国平均との差を示している。 

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 

Ａ５ 
示された平行四辺形の面積の，半分の面積である三角形を正しく 

選ぶ 

県 差 

65.7 -1.3 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵○第4学年の指導内容である。正答は「14.3」である。 

誤答については，「10.7」と解答している割合が，   

千葉県では16.4％である。位を正しくそろえずに， 

末尾をそろえて1/10の位の数３と一の位の数４を 

加えていると考えられる。 

 

○学習に当たっては，乗法の性質と筆算を関連づけな

がら，末尾をそろえて計算する理由を説明する活動

が考えられる。乗法の筆算と加法の筆算の仕方を比

較する場を設け，誤りの箇所を指摘し，計算の仕方

を振り返りながら修正する活動も考えられる。 

○第5学年の指導内容である。本設問の正答率

は，千葉県で65.7％であり，高さが等しい平

行四辺形と三角形について，底辺と面積の関

係を理解することに課題がある。正答は「２

と３」である。誤答については，「２」だけ

と解答している割合が，千葉県では10.1％で

ある。この中には，高さは図形の内部にのみ

あるものと捉えていると考えられる。 

 

○学習指導に当たっては，底辺の長さと高さが

それぞれ等しい平行四辺形と三角形におい

ては，図形の向きや形に依存せずに，三角形

の面積は平行四辺形の面積の半分であるこ

とを理解できるようにすることが大切であ

る。 

乗法の筆算 

 １０．３ 

×   ４ 

 ４１．２ 

加法の筆算× 

 １０．３ 

＋   ４ 

 １０．７ 

⑵ 10.3＋４ 

⑶ ６＋0.5×２ ⑶○第4学年の指導内容である。正答は「７」である。誤答については，「13」と解答

している割合が，千葉県では21.1％である。加法と乗法の混合した計算であるに

もかかわらず，6+0.5から計算していると考えられる。 

 

 ○学習指導に当たっては，計算の順序についてのきまりを確実に理解できるように

することが大切である。 

→正答 

 １０．３ 

＋ ４ 

 １４．３ 

（学習指導に当たって） 
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 問題の概要・趣旨 正答率(％) 

Ａ９⑵ 資料から，二次元表の合計欄に入る数を求める 
県 差 

60.1 -2.7 

 

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

Ｂ１⑶ 
２けたのひき算の答えを求めることができる 

きまりを書く 

県 差 県 差 

37.4 -1.2 17.6 +2.7 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第4学年の指導内容である。正答は「13」で

ある。誤答については，「26」と解答してい

る割合が，千葉県では12.7％である。「家で

イヌやネコを飼っているかどうか」を調査し

た人数の13を2回たしていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習指導に当たっては，二次元表に示された

数値が適切なものであるかどうか確かめる

方法の一つが，「合計」の数値に着目するこ

とである。そのためにも，二次元表の合計欄

の意味を理解することが大切である。 

○第4学年，第5学年の指導内容である。本設

問の正答率は，千葉県で 37.4％であり，問

題に示された二つの数量の関係を一般化し

て捉え，そのきまりを言葉と数を用いて記述

することに課題がある。無解答率は千葉県で

17.6％と高くなっている。 

 

○学習指導に当たっては，児童が設問から見い

だした数量関係について，互いに自分の考え

を表現し伝え合う活動が考えられる。その

際，児童の発言内容をよく聞き取り，内在す

る数学的な価値について意識できるように

しながら授業を展開することが大切である。

また，児童自らが見いだした決まりを言葉や

式で一般化して表現しようとする態度を育

てることも大切である。 

 

⑵ 上の表の オ にあてはまる数を書きましょう。 

○Ｂ４⑴の設問についても二次元表について扱う設問で，千葉県の正答率は 39.1％と低く，課題として挙げら

れる。分類した資料を目的に応じて二次元表に作り直す活動を通して，二次元表の理解を確かめるようにする

学習指導が大切である。 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識（Ａ問題），理解（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 領域別にみると「量と測定」「図形」の領域は，昨年度と比較して上昇した。 

◇ 問題形式別にみると「記述式」は，昨年度と比較して上昇した。 

課題 

◆ 知識（Ａ問題）は，継続して低下傾向にある。 

◆ 児童質問紙では，算数に関わる質問事項 10 項目(P52)で，すべて全国を下回る結果に

なった。 

 

数と計算 

◇ 具体的な問題場面において，乗法で表す設問【Ａ１⑴】，小数の乗法の計算において，

乗数を整数に置き換えて考える設問【Ａ１⑶】， 整数の乗法の計算【Ａ２⑴】，二つの

数の最小公倍数を求める設問【Ａ３】，示された考えを解釈して図に表現する設問【Ｂ

１⑵】については，相当数(正答率80％以上)の児童ができている。 

◆ 加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする設問の正答率は，全国を大きく下回っ

た(千葉60.4％,全国66.6％)【Ａ２⑶】。昨年度は末尾の位のそろっていない小数の加

法の計算をする設問の正答率が全国を大きく下回っており，小数の計算や計算の順序

についての決まりを確実に理解できるように指導することが大切である。 

量と測定 

◇ 飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を選ぶ設問の正答率は，全国を上回っ

た(千葉69.2％,全国67.9％)【Ｂ３⑴】。 

◆ 仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数値を基準とした場合の平均の求め方を記

述する設問では，全国を上回った(千葉 27.2％,全国 26.1％)が，全国的に正答率は低

く，課題として挙げられる【Ｂ３⑵】。 

図 形 

◇ 昨年度は直方体における面と面との位置関係を問う設問の正答率が全国に比べて大き

く下回っていた。今年度は立方体の展開図から，示された面と平行な面を選ぶ設問で

は，全国を下回った(千葉85.5％,全国86.7％)が，相当数の児童ができている【Ａ７】。

ただし，指導に当たっては，具体物を用いた立体図形の構成活動を通して，立体図形

の面と面の位置関係について理解できるように引き続き指導することが大切である。 

数量関係 

◇ 未知の数量を表す□を用いて，問題場面を除法の式に表す設問では，正答率は全国と

同じ(千葉83.6％,全国83.6％)で，相当数の児童ができている【Ａ８】。 

◆ 資料の分類整理の設問【Ａ９⑴⑵】，目的に応じた資料の整理と表現の設問【Ｂ４⑴⑵】

は，どの設問の正答率も全国を下回っている。資料を二つの観点に着目して，二次元

表に分類整理することができるように指導することが大切である。 

その他 

◆ 児童質問紙では，【７７】「算数の勉強は好きですか」(千葉62.3％,全国65.9％)， 

【８０】「算数の授業の内容はよく分かりますか」(千葉77.8％,全国80.6％)という質

問事項で，肯定的回答の割合が全国を下回った。算数を学ぶ意義や必要性を理解させ，

日々の授業を見直すような取組を行う必要がある。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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（４）中学校数学 

① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

【数学Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の生徒を正答数の大きい順に整列させ，人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層，２

番目をＢ層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は，上位の層に含むため，25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国と比べＡ層の割合が

低く，Ｃ層，Ｄ層の割合が高くなっている。 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国と比べＡ層，Ｂ層の割

合が低く，Ｄ層の割合が高くなっている。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

22.6問

／36問 
63 % 24.0 8.4 

全 国 
（公立） 

23.3問

／36問 
64.6 % 25.0 8.5 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜16問 17〜24問 25〜29問 30〜36問 

千葉県 
（公立） 

27.5 % 30.4 % 20.8 % 21.3 % 

全 国 
（公立） 

22.6 % 26.7 % 21.8 % 28.9 % 

 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

7.0問／
15問 

47 % 7.0 3.2 

全 国 
（公立） 

7.2問／
15問 

48.1 % 7.0 3.3 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜4問 5〜6問 7〜9問 10〜15問 

千葉県 
（公立） 

32.2 % 21.9 % 25.4 % 20.5 % 

全 国 
（公立） 

22.5 % 21.4 % 29.4 % 26.6 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  

＊  ＊  ＊  ＊  
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短答式

選択式

平成28年度
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H25 H26 H27 H28 H29
知 識 99.2 99.0 98.4 96.9 97.5
活 用 100.0 100.5 100.0 96.8 97.7

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用

H25 H26 H27 H28 H29
数と式 99.0 99.7 99.5 98.4 97.7
図形 100.0 100.2 98.8 97.4 98.4
関数 99.8 99.1 98.0 95.9 95.2
資料の活用 98.4 96.7 96.9 93.1 94.4
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領域

イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均を 100 としたときの指数で示している） 
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 ○経年変化グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29
選択式 100.5 99.8 99.3 98.5 99.0
短答式 98.7 98.9 98.0 96.6 96.2
記述式 97.0 99.8 98.6 95.5 93.5
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関数資料の活用
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選択式

平成27年度
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88
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図形

関数資料の活用

記述式

短答式

選択式

平成25年度

数と式

88

94

100
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知識

活用

図形

関数資料の活用

記述式

短答式

選択式

平成29年度

数と式

知識／活用 
「知識」「活用」ともに全国を下回った。「知識」は，全国に達していない状況が

続いている。 

領      域 
「図形」「資料の活用」は，昨年度と比較して上昇した。「関数」「資料の活用」

は，全国を大きく下回っており，特に「資料の活用」は継続した課題である。 

問 題 形 式 

 「短答式」「記述式」は，全国を大きく下回った。 

→ → 

→ → 

→ 



②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

 
 

ア　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１
（１）

数
小
６

技 短 87.1 0.0 1.3 0.0

１
（２）

数 １ 知 選 69.3 0.0 0.2 0.0

１
（３）

数 １ 技 短 73.2 -2.4 1.3 0.2

１
（４）

数 １ 知 短 89.9 0.5 3.0 0.2

課題改善 56.0 -0.3 9.6 1.5

（H25） 30.4 -1.9 20.2 1.8

（H27） 23.3 1.1 10.6 1.6

（H28） 30.4 -1.8 14.7 2.2

２
（２）

数 １ 技 選 74.6 -0.8 0.3 0.0

２
（３）

数 ２ 技 短 75.6 -2.9 2.1 0.4

２
（４）

数 ２ 技 短 52.9 -3.2 ▼ 11.0 2.2

　　　　を計算する
分数の乗法の計算が
できる

等式 x＋４y＝１をyにつ
いて解く

等式を目的に応じて
変形することができ
る

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　 　 「数」　数と式　　　「図」　図形　　　「関」　関数　　　「資」　資料の活用
  〔評価の観点〕
　　　「考」　数学的な見方や考え方　　　　　「技」　数学的な技能
      「知」　数量や図形などについての知識・理解
  〔問題形式〕
　    「選」　選択式　　　「短」　短答式　　「記」　記述式
　〔肯定的回答〕
　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
      割合の合計
　〔昨年との差〕
　　　千葉県の今年度（平成29年度）と昨年度（平成28年度）との差を示す

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

無解答率正答率

問
題
形
式

設
問
番
号

設問の概要

評
価
の
観
点

　　　全国を上回るもの
　　　全国を下回るもの（課題あり）

　△：全国との差３.０ポイント以上
　▼：全国との差３.０ポイント以下

学
習
学
年

領
域
等

問
　
題

 a  と b  が負の数のときに
四則計算の結果が負の数
になるものを選ぶ

２つの負の数の和は
負の数になることを
理解している

10－６÷(－２)を計算す
る

加減乗除を含む正の
数と負の数の計算に
おいて，計算のきま
りにしたがって計算
できる

３月25日を基準にして３
月23日を負の数で表す

実生活の場面におい
て，ある数量が正の
数と負の数で表され
ることを理解してい
る

短

(２x＋５y)－(６x－３y)
を計算する

整式の加法と減法の
計算ができる

100－20a＝b  の式が表さ
れる場面を選ぶ

与えられた文字式の
意味を，具体的な事
象の中で読み取るこ
とができる

Ａ

２
（１）

５mの重さがaｇの針金の
１mの重さを，aを用いた
式で表す

数量の関係を文字式
で表すことができる

数 技１

９ ３
－ －×
５ ２

－ 40 －



千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

無解答率正答率

問
題
形
式

設
問
番
号

設問の概要

評
価
の
観
点

学
習
学
年

領
域
等

問
　
題

３
（１）

数 １ 技 短 79.7 -3.0 ▼ 8.3 1.9

課題改善 48.2 -4.6 ▼ 20.6 4.0 ▼

（H20） 57.1 -2.5 21.5 2.4

課題改善 59.3 -0.3 1.1 0.1

（H20） 58.1 0.1 1.6 -0.1

３
（４）

数 ２ 技 短 59.7 -2.5 17.4 2.5

課題改善 67.5 0.1 1.1 0.1

（H25） 71.1 1.0 0.4 0.4

課題改善 89.3 -1.3 3.1 0.6

（H27） 53.4 -1.1 2.6 0.4

４
（３）

図 １ 技 短 27.5 -3.2 ▼ 24.5 4.8 ▼

５
（１）

図 １ 知 短 63.9 -3.1 ▼ 3.6 0.7

５
（２）

図 １ 知 選 89.4 -0.7 0.4 0.0

課題改善 79.8 -0.4 0.6 0.0

（H22） 54.5 0.9 1.0 -0.1

課題改善 48.8 -3.0 ▼ 12.4 2.7

（H22） 41.0 1.1 18.7 1.0

６
（１）

図 ２ 知 選 43.9 0.8 0.7 0.1

課題改善 69.5 0.1 1.1 0.2

（H26） 47.8 0.0 1.0 0.0

７
（１）

図 ２ 知 短 77.7 -0.9 5.3 0.4

同一 49.7 0.6 1.0 0.1

（H25） 50.8 3.1 △ 1.0 -0.1

２

短技１図
４

（２）
平行移動した図形を
かくことができる

△ＡＢＣを，点Ａから点
Ｐに移すように平行移動
した図形をかく

二元一次方程式の解
の意味を理解してい
る

 x ＋ y ＝２の解の意味に
ついて選ぶ

連立二元一次方程式

を解く

図 知 選

選知

短

数

図

円錐が回転体として
どのように構成され
ているかを理解して
いる

立方体の見取図を読み取
り，２つの線分の長さの
関係について，正しい記
述を選ぶ

見取図に表された立
方体の面上の線分の
長さの関係を読み取
ることができる

円柱の体積を求める

簡単な連立二元一次
方程式を解くことが
できる

半径が５cm，中心角が
120°の 扇 形 の 弧 の 長さ
を求める

扇形の弧の長さを求
めることができる

３
（３）

５
（３）

角の二等分線の作図
が図形の対称性を基
に行われていること
を理解している

３
（２）

数量の関係を一元一次方
程式で表す

具体的な場面で，一
元一次方程式をつく
ることができる

数 技 短

一元一次方程式
４x＝７x＋15 を解く

簡単な一元一次方程
式を解くことができ
る

４
（１）

角の二等分線の作図の根
拠となる対称な図形を選
ぶ

選

錯角の位置にある角につ
いて正しい記述を選ぶ

錯角の意味を理解し
ている

直方体において，与えら
れた辺に平行な面を書く

空間における直線と
平面の平行について
理解している

１回転させると円錐がで
きる平面図形として正し
いものを選ぶ

証明で用いられている三
角形の合同条件を書く

証明の根拠として用
いられている三角形
の合同条件を理解し
ている

１

１

２

２

６
（２）

ｎ角形の１つの頂点から
ひいた対角線によって分け
られる三角形の数を選ぶ

多角形の内角の和の
求め方を理解してい
る

図 知 選

円柱の体積を求める
ことができる

図 技
５

（４）

選

Ａ

７
（２）

与えられた方法で作図さ
れた四角形が，いつでも
平行四辺形になることの
根拠となる事柄を選ぶ

作図の手順を読み，
根拠として用いられ
ている平行四辺形に
なるための条件を理
解している

図 知

技

１

１

＝５x y＋
x y

６ ３
－ －＋ ＝１
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

無解答率正答率

問
題
形
式

設
問
番
号

設問の概要

評
価
の
観
点

学
習
学
年

領
域
等

問
　
題

８ 図 ２ 技 短 73.2 -1.1 11.4 1.3

課題改善 16.9 -3.7 ▼ 25.6 5.0 ▼

（H26） 34.7 -1.1 19.4 1.5

１０
（１）

関 １ 技 短 82.4 -2.2 8.7 1.4

課題改善 52.8 -4.3 ▼ 11.8 2.2

（H19） 61.9 -5.0 ▼ 11.7 1.8

１０
（３）

関 １ 知 短 29.9 -4.5 ▼ 25.4 4.6 ▼

１１
（１）

関 ２ 技 短 73.3 -2.6 12.0 1.9

課題改善 53.3 -2.7 2.1 0.4

（H26） 47.4 0.1 1.8 0.0

同一 67.3 -0.3 1.3 0.2

（H20） 61.7 -1.5 1.8 -0.1

課題改善 60.3 -2.7 2.7 0.5

（H20） 56.3 -0.9 2.3 -0.1

１４
（１）

資 １ 知 短 24.1 -4.5 ▼ 11.7 2.1

課題改善 36.1 -9.4 ▼ 19.8 4.8 ▼

（H25） 18.2 -4.6 ▼ 29.1 4.0 ▼

１５
（１）

資 ２ 知 選 76.2 -1.8 2.2 0.4

同一 77.2 -1.1 9.3 1.4

（H20） 76.3 1.3 10.4 0.1

２

１

１１
（２）

知 短

１０
（２）

比例のグラフから式を求
める

事柄「∠ABD＝∠CBD，∠
ADB＝∠CDBならば，AB＝
CBである。」の仮定をす
べて書く

命題の仮定と結論を
区別し，与えられた
命題の仮定を読み取
ることができる

比例y＝４xについて，x
の値が３のときの y  の値
を求める

与えられた比例の式
について，x  の値に
対応する y  の値を求
めることができる

反比例の表から比例定数
を求める

与えられた反比例の
表において，比例定
数の意味を理解して
いる

変化の割合が２である一
次関数の関係を表した表
を選ぶ

与えられた一次関数
の表において，変化
の割合の意味を理解
している

６月１日から30日までの
記録を表した度数分布表
から，ある階級の相対度
数を求める

与えられた度数分布
表について，ある階
級の相対度数を求め
ることができる

与えられた比例のグ
ラフから，x と y の
関係をy＝a xの式で
表すことができる

さいころを投げるときに
「同様に確からしい」こ
とについての正しい記述
を選ぶ

「同様に確からしい」
ことの意味を理解し
ている

一次関数のグラフの傾き
と切片の値を基に，式で
表すことができる

一次関数のグラフの
傾きと切片の値を基
に，xとyの関係をy
＝ a x＋b  の式で表す
ことができる

１２

線香が燃えるときの時間
と長さの関係を表したグ
ラフを基に，２cm燃える
ときの時間を選ぶ

具体的な事象におけ
る２つの数量の変化
や対応を，グラフか
ら読み取ることがで
きる

１４
（２）

関

関 １

関 ２ 知 選

技 選

反復横とびの記録の範囲
を求める

範囲の意味を理解し
ている

２

短

１５
（２）

赤玉３個，白玉２個の中
から玉を１個取り出すと
き，その玉が赤玉である
確率を求める

簡単な場合について，
確率を求めることが
できる

資 技 短

１３
二元一次方程式が表すグ
ラフを選ぶ

二元一次方程式を関
数を表す式とみて，
そのグラフの傾きと
切片の意味を理解し
ている

関 知 選

２

１資 技

技 短

Ａ

９

長方形の縦の長さと面積
の関係を，「…は…の関
数である」という形で表
現する

関数の意味を理解し
ている

関

－ 42 －



千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

無解答率正答率

問
題
形
式

設
問
番
号

設問の概要

評
価
の
観
点

学
習
学
年

領
域
等

問
　
題

１
（１）

図 １ 考 選 67.1 -0.4 0.2 0.0

１
（２）

図 １ 考 記 12.0 -2.0 22.2 4.5 ▼

１
（３）

図 １ 考 選 52.5 -0.3 0.4 0.1

２
（１）

数 １ 技 短 80.2 -0.2 1.4 0.1

２
（２）

数 １ 考 短 42.6 -1.5 9.9 1.6

２
（３）

数 １ 考 記 12.9 -1.6 27.5 4.1 ▼

３
（１）

関 １ 知 短 90.8 0.0 3.9 0.4

３
（２）

関 ２ 考 記 16.3 -2.1 38.2 4.8 ▼

３
（３）

関 ２ 技 短 39.1 -4.1 ▼ 21.6 4.1 ▼

４
（１）

図 ２ 考 記 42.8 -1.3 24.0 3.7 ▼

４
（２）

図 ２ 技 短 60.1 0.1 12.1 1.2

４
（３）

図 ２ 考 選 43.0 -1.5 1.1 0.2

５
（１）

資 １ 知 短 75.8 -3.5 ▼ 7.2 1.3

５
（２）

資 １ 考 選 49.8 -0.5 0.9 0.1

５
（３）

資 １ 考 記 17.7 0.1 36.6 5.4 ▼

※評価の観点は，数量や図形に関する技能（小学校）に対応させている。

与えられた表やグラフか
ら，５月31日から４日経
過したときに貯水量が

2820万m3であったことを表
す点を求める

与えられた表やグラ
フから，必要な情報
を適切に読み取るこ
とができる

隣り合う４枚の正三角形
の真ん中の１枚をある模
様としたときに，残りの
３枚にできる模様を選ぶ

与えられた情報から
必要な情報を選択
し，事象に即して解
釈することができる

点Ｄと点ＥをＢＤ＝ＣＥ
の関係を保ったまま動か
したとき，∠ＢＦＤの大
きさについて，正しい記
述を選ぶ

証明した事柄を用い
て，新たな性質を見
いだすことができる

六角形をｎ個つくるのに必
要なストローの本数を,６＋
５（n－１）という式で求め
ることができる理由を説
明する

事象と式の対応を的
確に捉え，事柄が成
り立つ理由を説明す
ることができる

四角形ＡＢＣＤの模様が
１回の回転移動によって
四角形ＢＥＦＧの模様に
重なるとき，どのような
回転移動になるかを説明
する

与えられた模様となるよ
うな万華鏡を作りたいと
きに，その基となる正三
角形の模様を選ぶ

六角形を５個つくるのに
必要なストローの本数を
求める

六角形をｎ個並べて６本
ずつ囲んだときに，２回
数えているストローをｎ
を用いた式で表す

与えられた模様につ
いて，図形の移動に
着目して観察し，対
称性を的確に捉える
ことができる

問題場面における考
察の対象を明確に捉
えることができる

事象を数学的に解釈
し，問題解決の方法
を数学的に説明する
ことができる

数学的な表現を事象
に即して解釈し，的
確に処理することが
できる

筋道を立てて考え，
証明することができ
る

付加された条件の下
で，図形の性質を用
いることができる

資料から必要な情報
を適切に読み取るこ
とができる

与えられた式から，ａの
変域に対応するｂの変域を
求める

２つの角の大きさが等し
いことを，三角形の合同
を利用して証明する

∠ＢＡＤと∠ＣＢＥが
20°のとき，∠ＢＥＡの
大きさを求める

1週間の総運動時間が420
分のとき，含まれる階級
の度数を求める

与えられた説明の筋
道を読み取り，事象
を数学的に表現する
ことができる

Ｂ

全校生徒の女子の中で,
若菜さんの1週間の総運動
時間が長い方かどうかを
判断するための根拠となる値
として適切なものを選ぶ

「420分未満より420分以
上の女子の方が，合計点
が高い傾向にある」と主
張できる理由を，グラフ
の特徴を基に説明する

事象を図形間の関係
に着目して観察し，
対称性を的確に捉え
ることができる

２つの図形の関係を
回転移動に着目して
捉え，数学的な表現
を用いて説明するこ
とができる

資料の傾向を的確に
捉え，判断の理由を
数学的な表現を用い
て説明することがで
きる

与えられた表やグラフを

用いて，貯水量が1500万m3

になるまでに５月31日か
ら経過した日数を求める
方法を説明する
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中学校・数学【課題の見られた設問の例】 

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 無答率(％) 

Ａ５⑷ 円柱の体積を求める 
県 差 県 差 

48.8 -3.0 12.4 +2.7 

※「差」は，全国平均との差を示している。  

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 無答率(％) 

Ａ10⑵ 比例のグラフから式を求める 
県 差 県 差 

52.8 -4.3 11.8 +2.2 

Ａ10⑶ 反比例の表から比例定数を求める 29.9 -4.5 25.4 +4.6 

 

⑵ 右の図は，比例のグラフを表しています。

このグラフについて，y を x の式で表しなさ

い。 

⑶ 下の表は，yが xに反比例する関係を表した

ものです。 

この反比例の比例定数を求めなさい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○第 1 学年の指導内容である。正答は「1500π」である。本

設問の正答率は，千葉県では48.8％であり，円柱の体積を

求めることに課題がある。誤答には，解答類型9（その他）

の割合が24.4％あり，その中には「1500」という解答があ

る。底面の円の面積を求め，高さをかけたときに，円周率

のπをかけ忘れていると考えられる。 

 

○学習指導に当たっては，柱状の体積を求める公式について，

底面の図形が高さの分だけ平行に移動することによって構

成される立体とみることと関連させて理解を深める場面を

設定し，角柱や円柱の体積を求めることができるように指

導することが大切である。 

○第 1 学年の指導内容である。正答は「y=－2x」である。本

設問の正答率は，千葉県では 52.8％であり，与えられた比

例のグラフから，xと yの関係を y=axの式で表すことに課

題がある。誤答については，「y=2x」と解答している割合が，

千葉県では8.5％である。 

 

○学習指導に当たっては，比例のグラフから xと yの関係を式

で表すことができるように指導することが大切である。その

際，グラフの特徴と式を関連づけて考察する場面を設定する

ことが考えられる。 

⑷ 底面の半径が10cm，高さが15cmの円柱の

体積を求めなさい。ただし，円周率はπと

します。 

○第1学年の指導内容である。正答は「36」である。本設問の

正答率は，千葉県では 29.9％であり，与えられた反比例の

表において，比例定数の意味の理解に課題がある。誤答につ

いては，「6 または 3 のいずれかを解答にしているもの」の

割合は，千葉県では 17.6％である。この中には，比例定数

を表の隣り合う 2 つの y の値の差であると捉えた生徒がい

ると考えられる。 

 

○学習指導に当たっては，比例，反比例の比例定数の意味を理

解できるように指導することが大切である。その際，比例に

ついて，a を比例定数として，y=ax または，y/x=a という

式で表される関係であることや，反比例について，aを比例

定数として，y=a/xまたは xy=aという式で表される関係で

あることを確認する活動を取り入れることが考えられる。 

y 

x 
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 問題の概要・趣旨 正答率(％) 無答率(％) 

Ｂ３⑵ 
事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的

に説明する 

県 差 県 差 

16.3 -2.1 38.2 +4.8 

 

 問題の概要・趣旨 正答率(％) 無答率(％) 

Ａ14⑵ 
与えられた度数分布表から，ある階級の相対度数

を求める 

県 差 県 差 

36.1 -9.4 19.8 +4.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第1学年の指導内容である。正答は「0.1」

である。本設問の正答率は，千葉県では

36.1％であり，与えられた度数分布表につい

て，ある階級の相対度数を求めることに課題

がある。誤答については，「3」と解答してい

る割合は，千葉県では 19.0％である。この

中には，この階級の相対度数と階級の度数を

混同している生徒がいると考えられる。 

 

○学習指導に当たっては，ある階級の度数の総

度数に占める割合を求めて，資料の傾向を読

み取る活動を取り入れ，相対度数の必要性と

意味について理解できるように指導するこ

とが大切である。 

○第2学年の指導内容である。正答は〈グラフ〉

〈式〉〈表や数値〉を用いて説明する解答に

ついて，それぞれ正答条件を２つずつ定めて

あり，その条件を満たすものを正答としてい

る。千葉県の本設問の正答率は 16.3％，無

解答率は 38.2％であり，課題として考えら

れる。誤答については，「グラフを用いて記

述しているが，２つの正答条件を満たしてい

ない説明不十分なもの」の割合が高く，千葉

県では 13.9％である。誤答の具体的な例と

して，「点Ａと点Ｆを通る直線をひけばいい」

がある。このように記述した生徒は，グラフ

の用い方として，y 座標が1500のときの x
座標を読み取ることができなかったと考え

られる。 

 

○学習に当たっては，日常的な事象を理想化・

単純化して，その特徴を的確に捉えることが

できるようにすることが大切である。本設問

を使って授業を行う際には，データにない貯

水量になるまでにかかる日数を求める場面

で，「点Ａから点Ｆまでの点が一直線上にあ

るとし，貯水量がこのまま一定の割合で減少

する。」と仮定して考え，「5 月 31 日から経

過した日数」と「貯水量」の関係を一次関数

とみなすことで，それらの変化や対応の様子

について考察する活動を取り入れることが

考えられる。 

⑵ ある市の平成28年6月1日から30日までについて，

日ごとの最高気温の記録を調べました。下の度数分布

表は，その結果をまとめたものです。 

22℃以上24℃未満の階級の相対度数を求めなさい。 

⑵  康平さんは，このダムの貯水量が 1500 万㎥より少

なくなると水不足への対策がとられることを知り，そ

れがいつになるのかを予測することにしました。 

そこで，調べた結果のグラフにおいて，点Ａから点

Ｆまでの点が一直線上にあるとし，貯水量がこのまま

一定の割合で減少すると仮定して考えることにしま

した。 

このとき，貯水量が1500万㎥になるまでに5月31

日から経過した日数を求める方法を説明しなさい。た

だし，実際に日数を求める必要はありません。 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 ◇ 領域別に見ると「図形」「資料の活用」は，昨年度と比較して上昇した。 

課題 

◆ 知識（Ａ問題），活用（Ｂ問題）ともに全国を下回っている。 

◆「数と式」「図形」「関数」「資料の活用」のすべての領域で，全国に達していない。特

に，「資料の活用」は，全国を大きく下回り，昨年度に引き続き課題として挙げられる。 

 

数と式 

◇ 分数の乗法の計算【Ａ１⑴】，実生活の場面においてある数量が正の数と負の数で表さ

れることを理解しているかをみる設問【Ａ１⑷】，問題場面における考察の対象を明確

に捉える設問【Ｂ２⑴】については，相当数(正答率80%以上)の生徒ができていた。 

◆ 等式を目的に応じて変形する設問【Ａ２⑷】，数量の関係を一元一次方程式で表す設問

【Ａ３⑵】については全国を大きく下回り，課題である。 

図 形 

◆ 扇形の弧の長さを求める設問【Ａ４⑶】，直方体において与えられた辺に平行な面をか

く設問【Ａ５⑴】，円柱の体積を求める設問【Ａ５⑷】の正答率は，全国を大きく下回

り，課題として挙げられる。 

関 数 

◇ 与えられた比例の式について，x の値に対応するy の値を求める設問の正答率は，全

国を下回るが，相当数の生徒(82.4％)ができている【Ａ１０⑴】。 

◆ 長方形の縦の長さと面積の関係を，「…は…の関数である」という形で表現する設問の

正答率は，全国を大きく下回る(千葉 16.9％,全国 20.6％)が，全国的にも正答率が低

く，課題として挙げられる【Ａ９】。 

◆ 比例のグラフから式を求める設問の正答率は，全国を大きく下回った【Ａ１０⑵】。昨

年度は反比例のグラフから式を求める設問の正答率が，全国を大きく下回っており，

課題として挙げられていたことから，引き続き，グラフからx とy の関係を式で表す

ことができるように指導する必要がある。 

◆ 反比例の表から比例定数を求める設問の正答率は，全国を大きく下回る。また，無解

答率も高い(千葉25.4％)【Ａ１０⑶】。比例，反比例の比例定数の意味を理解できるよ

うに指導することが大切である。 

資料の活用 

◆ 範囲の意味・相対度数の求め方の設問【Ａ１４⑴⑵】では，範囲の意味を理解してい

るかを問う設問，与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求める設問

の正答率は，ともに全国を大きく下回った。資料の傾向を読み取る活動を取り入れて，

相対度数の必要性と意味について理解できるように指導することが大切である。 

◆ 資料から必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかをみる設問の正答率は，

全国を大きく下回り，課題として挙げられる【Ｂ５⑴】。 

その他 

◆ 生徒質問紙では，【８２】「数学の授業の内容はよくわかりますか」(千葉65.7％,全国

69.4％) ，【８６】「数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ

と思いますか」(千葉 69.2％,全国 72.4％)という質問事項で，肯定的回答の割合が全

国を下回った。数学を学ぶ意義や必要性を理解させたり，実生活における問題の解決

に数学を活用できるようにしたり，日々の授業を見直すような取組を行う必要がある。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 


